
鶴
岡
市
議
会
３
月
定
例

会
は
２
月

日
か
ら
３
月

28

日
ま
で
開
か
れ
ま
す
。

22
鶴
岡
市
の
平
成

年
度

30

予
算
案
な
ど
市
提
出
の
議

案
が

日
、
議
会
に
示
さ

20

れ
ま
し
た
。

平
成

年
度
一
般
会
計

30

当
初
予
算
の
総
額
は
６
５

３
億
４
千
万
円
で
、
前
年

度
比

億
５
２
０
０
万

34

円
、
５
％
減
で
す
。

皆
川
治
市
長
の
最
初
の

通
年
予
算
と
な
り
、
昨
年

月
の
市
長
選
挙
で
掲
げ

10ら
れ
た
公
約
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

南
部
保
育
園
移
転
改

築
・
保
育
士
処
遇
改
善

学
校
給
食
費
の
無
償
化

で
は
、
子
育
て
世
帯
の
負

担
軽
減
を
図
る
た
め
第
３

子
以
降
の
小
中
学
生
給
食

費
の
無
償
化
（
８
６
０
０

万
円
）
が
提
案
さ
れ
ま
す
。

公
立
保
育
園
の
整
備
で

は
南
部
保
育
園
の
移
転
改

築
（
４
億
６
６
７
０
万
円
）

や
、保
育
士
の
処
遇
改
善
、

特
別
支
援
の
た
め
の
保
育

士
加
配
な
ど
に
取
り
組
み

ま
す
。

免
許
自
主
返
納
者
に
バ

ス
・
タ
ク
シ
ー
券
交
付

高
齢
者
の
運
転
免
許
証

自
主
返
納
対
策
で
は
、
新

た
に
支
援
策
を
創
設
し
ま

す
。内

容
は
、
返
納
者
に
対

し
、
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
券

の
交
付
（
１
万
円
分
）
と
、

運
転
経
歴
証
明
書
の
発
行

手
数
料
を
全
額
支
援
し
ま

す
。ま

た
、
高
齢
者
の
外
出

支
援
事
業
補
助
金
と
し

て
、

歳
以
上
に
ゴ
ー
ル

70

ド
パ
ス
（
月
額
１
万
円
乗

り
放
題
）
の
４
分
の
３
を

補
助
し
、
自
己
負
担
を
月

額
２
５
０
０
円
に
減
じ
ま

す
。

「
地
域
未
来
基
金
」
は

市
全
域
に
拡
大

当
初
、
旧
町
村
地
域
の

活
性
化
を
図
る
た
め
「
地

域
ま
ち
づ
く
り
未
来
基

金
」
を
創
設
す
る
と
し
て

い
ま
し
た
が
、
旧
町
村
を

含
め
全
市
域
に
拡
大
し
、

ま
ち
づ
く
り
活
動
の
活
性

化
を
図
り
ま
す
。

年
度
は
旧
町
村
の
具

30
体
的
事
業
を
先
行
さ
せ
、

旧
鶴
岡
市
は
枠
組
み
の
検

討
と
な
り
ま
す
。

先
端
研
・
食
文
化
創
造

「
検
証
・
評
価
行
い
な
が

ら
伸
ば
す
」

こ
れ
ま
で
市
の
成
長
戦

略
と
位
置
づ
け
て
い
た
慶

應
先
端
研
を
核
と
し
た
サ

イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
や
ユ
ネ

ス
コ
食
文
化
創
造
都
市
に

つ
い
て
は
、
「
こ
れ
ま
で

の
検
証
・
評
価
を
し
っ
か

り
と
行
い
な
が
ら
、
さ
ら

に
伸
ば
し
て
い
く
考
え
」

と
し
て
い
ま
す
。

先
端
研
究
産
業
支
援
セ

ン
タ
ー
は
満
室
に
近
い
こ

と
か
ら
、
今
年
度
で
廃
校

に
な
る
栄
小
学
校
校
舎
を

活
用
し
て
、
企
業
や
研
究

機
関
の
進
出
に
対
応
し
ま

す
。本

市
の
食
文
化
を
外
国

の
人
に
も
伝
え
る
た
め
、

多
言
語
を
話
せ
る
イ
タ
リ

ア
人
を
地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
し
て
配
置
し
（
３
９

２
万
円
）
、
若
手
料
理
人

の
育
成
を
支
援
し
ま
す

（
１
５
０
万
円
）。

非
正
規
雇
用
の
正
社
員

化
で
は
、

歳
未
満
を
対

40

象
に
事
業
主
に
奨
励
金
を

支
給
し
ま
す
（
６
０
０
万

円
）。

地
元
出
身
若
者
の
Ｕ
タ

ー
ン
就
職
の
促
進
を
図
る

た
め
、
新
た
に
保
護
者
を

対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
等

を
実
施
し
ま
す
（
５
８
９

万
円
）。

新
ご
み
焼
却
施
設
、
建

設
工
事
に
着
手

新
し
い
ご
み
焼
却
施
設

の
整
備
で
は
、
平
成

年
33

度
供
用
開
始
に
向
け
建
設

工
事
に
着
手
し
（

億
１

10

０
３
３
万
円
）
、
契
約
締

結
議
案
が
提
案
さ
れ
ま

す
。契

約
金
額
は
設
計
・
建

設
工
事
分
１
２
７
億
９
４

７
６
万
円
で
、
相
手
方
は

日
立
造
船
・
佐
藤
公
務
・

鶴
岡
建
設
特
定
工
事
共
同

企
業
体
で
す
。

年
間
の
運
営
業
務
委

20
託
費

億
７
３
２
４
万
円

83

に
つ
い
て
は
議
決
案
件
に

は
な
ら
ず
、
総
事
業
費
は

２
１
１
億
６
８
０
０
万
円

（
税
込
み
）
に
な
り
ま
す
。

大
荒
処
分
場
「
よ
り
丁

寧
な
説
明
す
る
」
と
、

下
水
設
計
・
用
地
取
得

費
計
上

大
荒
地
内
へ
の
整
備
に

向
け
た
一
般
廃
棄
物
最
終

処
分
場
は
、
市
民
の
会
の

反
対
が
あ
り
、
「
よ
り
丁

寧
な
説
明
を
行
っ
て
ま
い

る
」
と
し
、
処
理
水
の
下

水
道
接
続
設
計
業
務
と
用

地
取
得
費
１
億
５
１
６
９

万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま

す
。党

市
議
団
は
、
市
が
候

補
地
選
定
の
強
引
な
手
法

の
責
任
を
認
め
、
地
域
住

民
の
合
意
を
優
先
に
取
り

組
む
よ
う
求
め
て
い
ま

す
。

国
保
税
１
人
１
万
円
引

き
下
げ
、
共
産
党
市
議

団
の
公
約
実
現
へ

国
民
健
康
保
険
税
に
つ

い
て
は
、
１
人
平
均
１
万

１
０
４
円
（
△
９
・
２
％
）

の
減
税
が
提
案
さ
れ
、
党

市
議
団
の
選
挙
公
約
の
実

現
で
す
。

第
７
期
の
介
護
保
険
料

は
基
準
額
で
年
額
７
万
４

９
０
０
円
（
月
額
６
２
４

２
円
）
か
ら
同
７
万
８
９

６
０
円
（
同
６
５
８
０
円

に
、同
４
０
６
０
円
（
同

)３
３
８
円
）
５
・

％
増

42

が
提
案
さ
れ
ま
す
。

前
回
の
引
き
上
げ
幅
11

・
８
％
か
ら
は
値
上
げ
が

抑
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
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の小中学生の学校給食費無償化が盛り込まれた



市
の
児
童
福
祉
審
議
会

（
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
）

が

日
に
開
か
れ
、
日
本

13
共
産
党
市
議
団
の
山
田
、

長
谷
川
、
菅
井
の
３
市
議

が
傍
聴
し
ま
し
た
。

市
担
当
課
か
ら
、
平
成

年
度
の
保
育
施
設
等
の

30利
用
定
員
で
は
、
幼
稚
園

（
１
園
）
１
２
０
人
、
認

定
こ
ど
も
園
（
９
園
）
８

２
９
人
、
保
育
所
（

園
）

40

３
０
６
５
人
、
地
域
型
保

育
事
業
（
３
園
）

人
の

40

計
４
０
５
４
人
と
な
り
、

五
十
川
保
育
園
が
「
地
域

の
児
童
数
減
少
に
よ
り
廃

止
」
と
な
る
旨
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
（
平
成

年
～

27

年
）
の
進
捗
状
況
で
は
、

31特
に
０
歳
児
の
保
育
計
画

に
対
し
て
、
保
育
希
望
者

が
増
加
傾
向
で
あ
り
計
画

と
乖
離
し
、
受
け
入
れ
可

能
数
が
不
足
を
起
こ
し
て

い
る
こ
と
や
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
も
計
画
に
対
し

実
績
と
需
要
が
同
様
に
乖

離
し
て
い
る
こ
と
か
ら
見

直
す
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
病
院
・
保
育
所

等
に
付
設
さ
れ
た
専
用
ス

ペ
ー
ス
で
看
護
師
等
が
一

時
的
保
育
等
を
行
う
病
児

保
育
事
業
に
つ
い
て
は
、

潜
在
的
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
市
が
建
設
整

備
予
定
の
南
部
保
育
園
・

移
転
新
築
に
設
置
し
、
対

応
し
て
ゆ
く
旨
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

出
席
委
員
か
ら
は
、「
学

童
保
育
へ
の
利
用
ニ
ー
ズ

が
増
え
て
お
り
、
長
期
の

休
み
の
対
応
や
施
設
の
整

備
・
確
保
が
課
題
で
な
い

か
」
と
の
問
い
に
、
市
は

「
大
規
模
な
学
童
に
つ
い

て
分
割
を
検
討
し
て
い

る
。
施
設
に
つ
い
て
は
既

存
施
設
を
考
え
て
い
る
」

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。市

が

年
度
の
主
要
事

30

業
の
一
つ
と
し
て
、
「
民

間
保
育
所
等
へ
の
発
達
支

援
事
業
補
助
金
に
つ
い

て
、
障
害
児
へ
の
職
員
加

配
は
医
師
の
診
断
が
な
い

グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
の
子
ど
も

た
ち
に
つ
い
て
も
加
配
の

交
付
対
象
と
し
て
ゆ
き
た

い
」
と
し
ま
し
た
。

保
育
園
関
係
の
委
員
か

ら
「
こ
れ
ま
で
関
係
者
が

要
望
し
て
き
た
も
の
で
、

大
変
助
か
る
。
一
方
で
、

現
場
で
の
保
育
士
確
保
に

つ
い
て
は
、
実
際
に
保
育

と
勤
務
時
間
の
関
係
で
困

難
な
所
が
多
い
」
と
の
声

が
上
が
り
、
対
策
が
問
わ

れ
ま
し
た
。

市
は
、
県
の
調
査
で
も

潜
在
的
保
育
士
（
保
育
士

資
格
を
持
っ
て
い
る
が
仕

事
に
つ
い
て
い
な
い
方
）

が
い
る
こ
と
か
ら
、
県
が

行
っ
て
い
る
保
育
士
確
保

の
支
援
事
業
を
紹
介
報
告

し
ま
し
た
。

他
の
委
員
か
ら
は
、「
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
学
級
閉

鎖
が
あ
る
な
か
、
子
ど
も

た
ち
が
学
童
に
通
わ
ざ
る

得
な
い
状
況
が
あ
る
」「
子

ど
も
の
家
庭
状
況
、
貧
困

実
態
調
査
な
ど
は
」
の
問

い
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

市
か
ら
は
、
県
事
業
と

し
て
母
子
会
な
ど
が
行
っ

て
い
る
「
学
習
支
援
」
な

ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た

が
、
具
体
的
な
回
答
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

核
家
族
化
・
共
稼
ぎ
・

低
い
市
民
所
得
が
子
ど

も
貧
困
化
に

鶴
岡
市
は
人
口
減
少
す

る
中
で
世
帯
数
は
増
加

し
、
核
家
族
化
、
夫
婦
共

稼
ぎ
、
県
内
平
均
よ
り
所

得
の
少
な
い
市
民
の
経
済

実
態
な
ど
が
、
０
歳
児
保

育
や
、
学
童
保
育
、
子
ど

も
の
貧
困
化
の
課
題
に
結

び
付
い
て
い
る
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

子
育
て
環
境
の
改
善
に

は
、
親
世
代
の
労
働
環
境

の
改
善
が
関
係
し
て
お

り
、
課
題
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
政
府
の
労

働
法
制
改
悪
を
検
証
し
、

全
国
一
律
の
最
低
賃
金
の

大
幅
引
き
上
げ
と
、
非
正

規
雇
用
か
ら
正
規
雇
用
に

切
り
替
え
、
「
８
時
間
働

け
ば
ま
と
も
に
暮
ら
せ
る

社
会
」
の
実
現
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

年齢 3-5歳 3-5歳 3-5歳 1-2歳 0歳

教育・保育の区分 教育 教育 保育 保育 保育

1号 2号 2号 3号 3号

①計画・見込人数 628 0 2,102 1,194 483

　認定こども園・幼稚園 538 - 288 93 30

　保育所 - - 1,742 993 330

　小規模保育 - - - 19 9

　事業所内保育 - - - 8 4

　新制度に移行しない幼稚園 260 - 0 0 0

②確保の合計(現状) 798 0 2,030 1,113 373

②－① 170 0 ▲ 72 ▲ 81 ▲ 110

③利用定員の弾力化等による受入可能数 2,102 1,194 420

③－① 0 0 ▲ 63

*(市の見解)不足が生じている場合は当面の間は保育所等における利用定員の弾力化と、

認可外保育施設での受け入れを想定。

30年度の保育等の見込みと確保(市の計画)

建築課入札結果（ ）内は予定価格
2月15日入札分

・H29年度公衆トイレ改修工事（本町一丁目9-91外）（入札6業者
うち3業者辞退）
日栄産業(有) 8,270,000円（8,370,000円）工期～3/26（落札率93.81％）

2月9日入札分
・市立加茂水族館エントランス増築工事監理業務委託（随意契約
見積合わせ）
(株)日本設計 2,300,000円（2,766,000円）期間～3/30（落札率83.15％）

第
２
回
文
化
会
館
利
活

用
会
議
が

日
、
開
催
さ

16

れ
ま
し
た
。

こ
の
会
議
は
今
後
の
文

化
会
館
の
管
理
運
営
の
在

り
方
に
つ
い
て
論
議
を
行

う
た
め
に
設
置
さ
れ
た
も

の
で
す
。

委
員
か
ら
は
「
市
芸
術

文
化
協
会
が
今
後
の
管
理

運
営
団
体
に
な
る
こ
と
は

反
対
。
今
後
の
文
化
会
館

の
運
営
は
高
い
専
門
性
や

運
営
能
力
が
問
わ
れ
る
。」

「
本
来
、
芸
文
協
は
パ
ー

ト
ナ
ー
的
役
割
を
発
揮
す

べ
き
団
体
で
あ
り
、
そ
の

こ
と
が
鶴
岡
市
の
文
化
振

興
に
つ
な
が
る
の
で
は
な

い
か
。
仮
に
芸
文
協
が
管

理
運
営
を
担
う
こ
と
に
な

れ
ば
、
自
ら
を
優
先
的
な

立
場
に
置
く
こ
と
に
な

る
。
」
な
ど
の
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
芸
文
協

は
、
「
２
年
間
の
猶
予
期

間
を
頂
い
た
と
思
っ
て
い

る
。
こ
の
期
間
を
活
用
し

て
人
材
育
成
、
運
営
に
必

要
な
内
容
に
つ
い
て
検
討

し
た
い
。」
と
し
ま
し
た
。

今
後
の
文
化
会
館
運
営

に
つ
い
て
は
、
委
員
か
ら

「
事
業
評
価
に
つ
い
て
は

専
門
的
な
知
識
が
必
要
。

人
件
費
、
事
業
費
な
ど
の

コ
ス
ト
意
識
を
優
先
す
る

よ
り
も
、
新
し
い
文
化
会

館
に
ふ
さ
わ
し
い
事
業
を

行
う
た
め
に
積
極
的
な
投

資
が
必
要
だ
と
い
う
観
点

で
検
討
す
べ
き
」
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。


